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•  製品と地域ごとに異なるサティスファイアとの関係性をモ
デル化することで、その地域で真に必要とされている製品
機能・構造を明らかにする研究。

• サティスファイアはチリの経済学者 Max-Neef の基本ニー
ズの枠組みで提案されている概念。社会的普遍性をもつ基
本ニーズの充足手段であり、対象地域の文化や歴史、気候
などに依存。

• 対象地域に必要のない（サティスファイアと接続されない）
機能や構造を排除することで、環境負荷が小さくかつ充足
性の高い、対象地域特化の製品開発に応用できる可能性。

製品設計、地域指向デザイン、充足性設計

地域指向デザインのための概念モデリング
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[1] 大阪大学大学院工学研究科キャンパスのファシリティ・マネジ
メントに関する一連の取組

[2] 公共建築物等の建替・再編支援（貝塚市役所、箕面市立文化
芸能劇場、新見市消防体制見直し、他多数）

施設の維持管理、改修、更新、再編に取り組んでいます。
これらには、現状把握や長期的な視点を持って計画する
技術、ステークホルダーの意見を引き出し、議論し、ま
とめていく技術が必要となります。こうした技術を、実
践を通じて深めたいと考えています。議論の技術はさま
ざまな分野で活用できるので、フューチャー・デザイン
研究、体験型学習や職員研修のプログラム開発等で他の
研究者と協働しています。また、建築計画に関する知見
を生かし、行政の景観まちづくり、公共施設の建設計画
等で社会貢献にも取り組んでいます。

施設群の改修・更新・再編、景観まちづくり、合意形成、ワークショップ

アクティビティを支え誘発する環境作りと
当たり前を継続させるファシリティ・マネジメント
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